
2008年12月14日（第239号）
《連絡先》市議会控室（姫路市安田4-1）

TEL.221-2046  FAX.284-5890

《ホームページ》
http://jcp-himeji.com

《メールアドレス》
info@jcp-himeji.com

福祉の心を
実現する

公約実現めざしてがんばります
市
会
議
員

大
脇
和
代

市
会
議
員

谷
川
ま
ゆ
み

市
会
議
員

森

ゆ
き
子

市
会
議
員

入
江
次
郎

気
回
復
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
増
税

と
一
体
の
定
額
給
付
金
の
白
紙
撤
回
を
国

に
求
め
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

【

山
名
副
市
長
答
弁】

定
額
給
付
金
は
所

得
制
限
を
設
け
な
い
。
支
給
方
法
は
最
適

な
方
法
で
行
う
。
総
事
務
費
用
、
住
民
税

や
国
保
料
滞
納
者
・
生
活
保
護
世
帯
へ
の

支
給
方
法
は
事
業
内
容
不
明
の
た
め
予
測

で
き
な
い
。

10
月
６
日
、
県
議
会
は
日
本
共
産
党
を

除
く
賛
成
多
数
で「

新
行
革
プ
ラ
ン」

を

可
決
し
ま
し
た
。
市
民
に
大
き
な
犠
牲
を

強
い
る
負
担
に
つ
い
て
、
老
人
医
療
助
成

事
業
、
重
度
障
害
者
医
療
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
事
業
、
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
事

業
、
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
配
置
事
業

な
ど
市
独
自
の
助
成
を
求
め
ま
す
。
各
事

業
の
補
助
費
削
減
額
、
対
象
者
数
と
市
全

体
の
削
減
額
総
額
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【

金
田
市
民
生
活
局
長
答
弁】

県
の
新
行

革
に
対
す
る
市
の
独
自
助
成
は
考
え
て
な

い
。
補
助
費
削
減
額
は
２
億
８
百
万
円
。

年
間
で
老
人
医
療
削
減
が
１
億
６
千
１
百

万
円
、
８
千
人
の
削
減
。
重
度
障
害
削
減

が
１
千
６
百
万
円
、
１
２
０
人
削
減
。
乳

幼
児
医
療
が
２
千
８
百
万
円
、
５
百
人
削

減
。
母
子
家
庭
等
が
三
百
万
円
、
数
は
変

わ
ら
ず
。

子
ど
も
を
抱
え
る
無
保
険
世
帯
に
保
険

証
発
行
を
求
め
ま
す
。
県
下
に「

無
保
険」

状
態
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
６
８
４

人
も
居
り
、
姫
路
市
が
最
高
で
神
戸
市
の

１
・
６
倍
の
１
６
５
人
、
人
口
比
で
神
戸

の
５
倍
も
居
ま
す
毎
日
新
聞
は「

子
ど
も

が
病
気
に
な
っ
て
も
ま
ず
役
所
か」「

医

療
関
係
者
ら
批
判
。
と
大
見
出
し
で
批
判

報
道
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は
10
月
30

日
に「

資
格
証
明
書
に
対
す
る
留
意
点
に

つ
い
て」

と
の
通
知
文
を
発
行
し
、
そ
の

中
で「

特
別
の
事
情
の
有
無
の
把
握
を
行

っ
た
う
え
で
の
発
行」

の
周
知
徹
底
を
通

知
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
資
格
書
発
行
手

順
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
５
月
30
日
時
点

の
資
格
書
発
行
世
帯
数
、
そ
の
う
ち
の
納

付
相
談
の
機
会
を
確
保
し
特
別
な
事
情
の

有
無
を
確
認
し
た
世
帯
数
、
所
得
階
層
別

発
行
件
数
、
現
時
点
で
の
子
ど
も
の
居
る

世
帯
数
を
、そ
れ
ぞ
れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

通
知
文
は
子
ど
も
の
居
る
資
格
書
世
帯
に

対
す
る
緊
急
対
応
と
し
て
留
意
点
を
２
点

上
げ
て
い
ま
す
。

「

子
ど
も
が
医
療
を
受
け
る
必
要
性
が

あ
る
と
き」「

医
療
費
の
一
時
払
い
が
困

難
で
あ
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合」

こ
の
２
点
に
該
当
す
る
場
合
は「

資
格
書

権
利
を
正
当
に
行
使
し
た
ら

「

イ
ジ
メ
抜
か
れ
て」

追
い
出
さ
れ
る

消
費
税
増
税
つ
き
の
定
額
給
付
金
は
白
紙

撤
回
を
求
め
ま
す
。

11
月
12
日
、
政
府
が
２
兆
円
の
定
額
給

付
金
を
全
世
帯
給
付
と
し
、
所
得
制
限
設

定
は
各
市
町
村
に
ま
か
せ
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
事
務
費
用
が
全
額
市
負
担
に
な

っ
た
場
合
の
負
担
額
、
住
民
税
・
国
保
料

滞
納
者
・
生
活
保
護
世
帯
へ
の
給
付
に
つ

い
て
具
体
的
に
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。
麻

生
首
相
は
あ
わ
せ
て
３
年
後
の
消
費
税
増

税
を
明
言
し
ま
し
た
。
消
費
税
は
１
％
の

引
き
上
げ
で
２
・
５
兆
円
の
国
民
負
担
に

な
り
ま
す
。
そ
の
引
き
換
え
に
２
兆
円
の

定
額
給
付
で
は
暮
ら
し
の
不
安
解
消
や
景

日
本
共
産
党
の
入
江
次
郎
議
員
は
12
月
１
日
、
姫
路
市
議
会
平
成
20
年
度
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
た
ち
、
①
今

こ
そ
家
計
応
援
、
社
会
保
障
充
実
の
施
策
を
に
つ
い
て
３
点
、
②
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
る
雇
用
促
進
住
宅
住
民
に
対

す
る
特
別
な
措
置
を
２
点
、
③
職
場
の
人
権
侵
害
を
許
さ
ず
、
本
市
と
し
て
の
主
体
的
解
決
策
を
２
点
、
④
新
総
合
計
画

案
の
市
民
単
位
で
の
議
論
の
計
４
項
目
に
つ
い
て
石
見
市
長
等
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
こ
そ
家
計
応
援
、社
会
保
障
充
実
の
施
策
を

12月定例会 日本共産党・入江次郎議員が一般質問

無保険の子ども130人に今すぐ保険証を

こ
ん
な
事
は
絶
対
許
さ
れ
ま
せ
ん

本
市
と
し
て
の
主
体
的
解
決
策
を

・・・・・・・

職
場
で
労
働
者
が
持
っ
て
い
る

【

裏
面
に
続
く】



の
目
的
が
納
付
相
談
の
機
会
を
確
保
す
る

と
い
う
目
的
に
か
ん
が
み
速
や
か
に
短
期

保
険
証
の
交
付
に
努
め
る
こ
と」
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
２
点
の
解
釈
と
し
て
11
月
17

日
の
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
の
国
会
答
弁
を

紹
介
し
ま
す
。「

自
治
体
窓
口
で
は
病
気

で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き
な
い
、

従
っ
て
一
時
払
い
が
困
難
と
言
う
申
し
出

が
あ
れ
ば
即
保
険
証
を
交
付
す
る
。
各
自

治
体
に
も
熟
知
徹
底
す
る」

と
あ
り
ま
す
。

姫
路
市
で
も
子
ど
も
の
居
る
資
格
書
世
帯

に
対
し
て
は「

一
時
払
い
が
困
難」

と
い

う
申
し
出
が
あ
れ
ば
保
険
証
を
交
付
す
る

と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
、
ご
答
弁
お

願
い
し
ま
す
。

【

金
田
市
民
生
活
局
長
答
弁】

平
成
20
年

６
月
１
日
現
在
の
資
格
書
発
行
世
帯
は
１

８
６
２
世
帯
。
滞
納
所
帯
全
体
の
所
得
階

層
別
は
百
万
円
以
下
が
79
％
、
３
０
０
万

円
以
下
が
17
・
７
％
。
子
ど
も
の
い
る
資

格
証
世
帯
は
11
月
末
の
保
険
証
更
新
時
点

で
は
80
世
帯
、
１
３
０
人
。
従
来
か
ら
医

療
の
必
要
性
が
あ
る
と
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
。

【

入
江
２
問】

厚
労
省
通
知
で
は
特
別
の

事
情
の
有
無（

病
気
や
事
業
の
倒
産
等
の

特
別
の
事
情
の
有
る
場
合
は
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
て
も
保
険
証
の
返
還
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
る）

の
確
認
を
行
っ
た
上

で
資
格
証（

保
険
証
の
返
還）

を
発
行
す

る
よ
う
通
知
が
き
て
い
る
。
し
か
し
本
市

で
は
確
認
を
し
な
い
ま
ま
資
格
証
を
大
量

に
発
行
し
て
い
る
。
厚
労
省
通
知
に
基
づ

く
な
ら
ば
一
旦
保
険
証
を
資
格
証
世
帯

（

無
保
険
世
帯）

へ
発
行
す
べ
き
で
す
。

そ
の
上
で
特
別
の
事
情
の
有
無
を
確
認
す

る
。
こ
れ
が
筋
だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で

す
か
。

【

金
田
市
民
生
活
局
長
答
弁】

特
別
の
事
情
の
有
無
の
把
握
に
努
め
、
き

め
細
か
く
対
応
す
る
。

【

入
江
３
問
目】

今
後
は
厚
労
省
通
知
に
基
づ
い
て
特
別

の
事
情
の
有
無
の
確
認
を
行
っ
た
上
で
資

格
証
発
行
の
判
断
を
す
る
そ
う
い
う
理
解

で
い
い
で
す
か
。
確
認
す
る
か
し
な
い
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

【

金
田
市
民
生
活
局
長
答
弁】

把
握
の
努
力
を
す
る
。

政
府
は
独
立
行
政
法
人「
雇
用
・
能
力

開
発
機
構」

が
所
有
管
理
す
る「
雇
用
促

進
住
宅」

を
２
０
３
３
年
ま
で
に
全
廃
し
、

11
年
ま
で
に
半
数
廃
止
の
閣
議
決
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
７
住
宅
18
棟
５

９
６
戸
の
雇
用
促
進
住
宅
が
あ
り
３
０
３

世
帯
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。市
内
で
は
、

夢
前
、
西
夢
前
第
一
、
御
国
野
の
３
住
宅

が
２
０
１
１
年
中
の
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
先
日
、
西
夢
割
第
一
宿
舎
で

住
民
説
明
会
が
行
な
わ
れ
私
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
驚
い
た
事
は
そ

の
高
齢
化
で
す
。
現
在
６
世
帯
の
方
が
住

ま
わ
れ
て
お
り
、
80
代
が
２
名
、
70
代
が

２
名
、
50
代
が
２
名
。
盲
目
の
方
、
耳
や

足
の
不
自
由
な
方
が
大
半
で
す
。
身
寄
り

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
る
雇
用
促
進
住
民
に
何
等
か
の
配
慮
を

の
な
い
お
年
寄
り
も
多
く
保
証
人
を
確
保

で
き
な
い
と
い
う
声
も
多
く
聞
こ
え
ま
し

た
。
ま
た
受
け
取
っ
て
い
る
年
金
受
給
額

も
10
万
円
前
後
が
大
半
で
す
。
機
構
の
立

ち
退
き
保
証
で
は
２
年
間
の
現
行
家
賃
の

差
額
保
証
だ
け
で
す
。
多
く
の
方
が
公
営

住
宅
入
居
希
望
者
で
す
が
高
齢
の
方
も
多

く
保
証
人
確
保
が
困
難
で
す
。
今
回
の
立

ち
退
き
は
国
策
と
い
う
公
的
施
策
で
あ
り

公
営
住
宅
施
行
令
の「

特
別
な
事
由
の
場

合」

と
性
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
雇
用
促

進
住
宅
建
設
の
経
緯
、
廃
止
の
経
緯
を
よ

く
ふ
ま
え
低
所
得
者
、
高
齢
者
等
、
特
別

な
事
情
の
人
に
公
営
住
宅
入
居
特
別
対
策

を
求
め
ま
す
。
住
民
説
明
会
で
の
丁
寧
な

対
応
も
求
め
ま
す
。

姫路市政や市議会、日本共産党へのご意見・ご要望を多数お寄せ下さい

平
成
17
年
策
定
の「

姫
路
市
人
権
教
育

及
び
啓
発
計
画」

で
は
、
職
場
で
の「

悪

質
な
い
じ
め」

に
つ
い
て「

経
営
者
、
及

び
人
事
労
務
担
当
者
に
対
す
る
指
導
・
啓

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
る
雇
用
促
進
住
宅
住
民
に
対
す

る
特
別
な
配
慮
を
求
め
ま
す
。

発
を
積
極
的
に
行
う」

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
市
内
一
部
企
業
で
は
本
市
の
取
り

組
み
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
な
く「

悪
質
な

い
じ
め」

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

大
手
食
品
会
社
で
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す
。
市
内
大
手
食
品
会
社
で
働
く
２
名
の

労
働
者
が
関
東
地
方
へ
の
配
転
を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。
２
名
の
労
働
者
は
、
介
護
を

必
要
と
す
る
家
族
が
い
る
た
め
、
育
児
介

護
休
業
法
に
基
づ
き
配
転
に
対
す
る
配
慮

を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
社
側
は
配

転
命
令
を
強
行
。
労
働
者
側
は
配
転
に
対

す
る
配
慮
義
務
違
反
と
し
て
会
社
側
を
提

訴
。
地
裁
、
高
裁
で
遠
隔
地
配
転
命
令
無

効
の
判
決
、
最
高
裁
は
会
社
側
の
上
告
不

受
理
を
決
定
。
遠
隔
地
配
転
命
令
無
効
の

判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。
５
年
間
の
裁
判

闘
争
の
後
、
２
名
の
労
働
者
は
姫
路
工
場

へ
の
職
場
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
職
場
復
帰
を
果
た
し
た
２
名
の
労
働

者
に
は
陰
湿
な
い
じ
め
が
ま
っ
て
い
ま
し

た
。労

働
者
が
記
録
し
た
メ
モ
を
紹
介
し
ま

す
。「

目
障
り
や
か
ら
会
社
を
辞
め
る
か

転
勤
し
て
く
れ」

と
胸
を
突
く
。
慣
れ
な

い
業
務
に
配
置
さ
せ
ら
れ
ミ
ス
を
す
る
と

10
人
位
に
取
り
囲
ま
れ「

仕
事
が
で
き
ん

の
や
っ
た
ら
辞
め
ん
か
い」

と
罵
声
を
浴

び
せ
ら
れ
る
。
１
０
０
０
㎡
も
あ
る
駐
車

場
の
草
抜
き
を
命
じ
ら
れ
、
時
間
内
で
出

来
て
い
な
い
と「

こ
ん
な
も
ん
に
何
時
間

か
か
っ
と
ん
ね
ん
わ
し
や
っ
た
ら
10
分
で

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
ず
、
本
市
と
し
て
の
主
体
的
解

決
策
を
求
め
ま
す
。

で
き
る
わ
い」

等
と
大
声
を
上
げ
て
金
網

を
叩
く
。
な
ど
等
数
え
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
１
名
は
今
年
８
月
に

退
社
、
も
う
１
名
は
職
場
に
お
け
る
適
応

障
害
と
診
断
さ
れ
11
月
に
退
職
届
け
を
提

出
し
ま
し
た
。
職
場
で
労
働
者
が
も
っ
て

い
る
権
利
を
正
当
に
行
使
し
た
ら
い
じ
め

ぬ
か
れ
て
職
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
ん

な
事
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
推
進
の
街
づ
く
り
を
目
指
す
本
市
と

し
て
主
体
的
な
立
場
で
の
解
決
策
を

【

前
田
交
流
振
興
局
長
答
弁】

人
権
侵
害

の
疑
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
関
係
者
双

方
か
ら
事
情
を
お
伺
い
し
問
題
の
所
在
を

明
ら
か
に
し
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
認

識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
助
言
す
る
。

日
本
共
産
党
の
谷
川
ま
ゆ
み
議
員
は
12
月
４
日
開
催
さ
れ
た
厚
生
員
会
で「

子
ど
も

無
保
険
を
解
消
す
る
立
場
で
当
局
を
質
し
、
請
願
19
号「

子
ど
も
の
い
る
国
民
健
康
保

険
料
滞
納
世
帯
に
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
発
行
し
な
い
こ
と
を
求
め
る」

請
願
採
択

の
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
谷
川
議
員
は「

子
ど
も
の
い
る
無
保
険
世
帯
と
早
急
に
接

触
を
持
つ
か
、
時
間
的
に
困
難
で
あ
れ
ば
当
面
、
短
期
証
を
郵
送
す
る
な
り
無
保
険
の

子
ど
も
達
を1
日
も
速
く
解
消
す
べ
き
で
な
い
か」

と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。
保
守
会

派
の
委
員
も
賛
同
し
、
企
業
代
表
の
会
派
の
２
人
を
除
く
賛
成
多
数
で
請
願
は
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

12
月
４
日
の
厚
生
委
員
会
・
谷
川
ま
ゆ
み
議
員

「

子
ど
も
無
保
険
世
帯
を
な
く
す」

請
願
が
採
択

【

表
面
の
続
き】


